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論文

オフィスウエアとしてのマタニティ用スーツの開発
Research into the Development of Maternity wear Business Suits

松尾量子*・武永佳奈**
MATSUO Ryoko, TAKENAGA Yoshina

（*山口県立大学国際文化学部　** ファッションクリエイトCHIZE、本学大学院国際文化学研究科修了生）

　The popularization of higher education for women have brought about an expansion in the ages at which women 
commonly give birth. In addition to this, although women are more active in society and the number of women in 
employment is increasing, on the other hand, work arrangements are becoming more varied, and working mothers 
encounter a wide variety of circumstances. Because of this, there has also been a change in consciousness regarding 
maternity wear and indeed to the values connected with it. The authors developed a maternity wear suit based on the 
assumption that it could be worn in a business setting. The prototype was produced in a sewing factory incorporating 
revisions made to the original design. In this paper we propose to look at the design requirements for maternity wear 
business suits by the application of the service design method.

Ⅰ．はじめに
　今日では女性の高学歴化やライフスタイルの多様
化によって、出産年齢の幅が広がっている。また女
性の社会進出が進み、就業率が高まる一方で、就労
形態は多様化しており、ワーキングマザーを取り巻
く環境は様々である。そのため、マタニティウエア
に対する意識や求める価値についても変化が起きて
いると思われる。しかし、マタニティウエアの多く
は、妊娠による体型変化に対応することを主眼にお
いてデザインされているものの、職場での着用など、
女性のライフスタイルの変化を意識して開発された
ものは少ない。この背景としては、マタニティウエ
アは体型が大きく変化する妊娠中期から後期という
限られた期間に着用される衣服であり、近年の少子
化傾向もあってマーケットとしての規模が小さいこ
とがあげられる。
　総務省統計局による女性の年齢階級別労働力人口
比率の分析1）では、出産から子育てを担う世代とさ
れる（（歳から（（歳、（0歳から（（歳の労働力人口比率
の下がり方が、男女雇用機会均等法が制定された
1（（（年に比べてゆるやかになっていることが指摘さ
れている。特に1（（（年には（0パーセント程度であっ
た（0歳から（（歳の労働力人口比率は、（01（年には（0

パーセントを超えている。また内閣府によると女性
の第 1 子の出産年齢は、1（（（年には（（.（歳であった
のに対し、（01（年には（0.（歳に上昇している（）。こ
れらのデータからワーキングマザーの就労状況を確
認することはできないが、職場で着用するためのマ
タニティウエアに対する需要は潜在していると言え
る。
　筆者は、（01（年 （ 月に受託研究として女性の社会
進出を応援するという視点によるマタニティ用スー
ツ開発の依頼を受け、工場縫製によるプロトタイ
プ・モデルを作成した（）。本稿では、このプロトタ
イプ・モデルの開発過程を検証し、オフィスウエア
としてのマタニティ用スーツの開発に関わる課題を
明らかにする。

Ⅱ.プロトタイプ・モデルの開発
１．開発アイテムについての検討
　マタニティ用スーツの現状については、マタニ
ティを対象とした雑誌及びインターネット・ショッ
プの商品情報についてリサーチを行い、オフィスウ
エアとして着用できるタイプのスーツが少ない（）こ
とを確認した。先行研究から、ワーキングマザーの
意見として、「体型をすっきりみせるストレートなシ
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ルエットのパンツ」スタイルが好まれていることを
確認し（）、今回の開発アイテムとして、ジャケット
とパンツから成るスーツを開発することに決定した。

２．デザイン及び素材の検討
　今回は職場での着用を前提とするため、必要以上
に腹部の膨らみを目立たせないこと、着脱が容易で
動きやすいことを重視して、デザインを検討した。
　一般にマタニティ用の衣服は、妊娠中の体型変化
に対応し、出産後もしばらくの期間は着用できるよ
うにゴムを使用してサイズ調整を可能にしているも
のが多く、素材はシャージーなど伸縮性のあるもの
が選ばれている。特にインターネット・ショップを
中心にウエスト部分にリブ素材を用いたパンツが好
評を得ている。藤田らの報告においても着脱のしや
すさからニット素材が好まれることが指摘されてお
り（）、ニット素材は、着用者側の要望に沿うもので
あると言える。一方でニット素材は、優れた伸縮性
を持つが故に、腹部の膨らみなど体型変化が如実に
出てしまう。このことは、体型をすっきりみせたい
という要望からすると相反することになる。
　近年は、アパレル素材の開発が進み、一般的な衣
服においてもストレッチ素材が好まれ、スーツや
ジーンズなどにも適度なストレッチ性を持つ素材が
使用されている。このような状況から、ウールとポ
リウレタン混紡のスーツ用生地を使用することで、
動きやすく、体型をすっきりと見せるマタニティ用
スーツを制作することにした。

３．制作用ボディの準備とパターン作成
　マタニティウエアの制作において、重要なポイン
トは体型の変化への対応である。今回は、オフィス
用のスーツを制作するため、制作に使用するボディ

については、妊娠６ヶ月頃から産前休暇に入る妊娠
（ヶ月末までをカバーする必要がある。既成のマタ
ニティ・ボディを使用することにしたが、複数体の
購入は難しいため、妊娠 （ ヶ月のボディを購入し、
シーチングと詰め物により作成したベストを着用さ
せることで体型補正を行い、妊娠 （ ヶ月の体型に対
応させた。

表１　ボディのサイズ

バスト 腹囲 ヒップ
妊娠 （ ヶ月 （（㎝ （（㎝ （1㎝
妊娠 （ ヶ月 （（㎝ （（㎝ （（㎝

　購入したマタニティ・ボディは、パンツには未
対応のタイプであったため、辻らの研究（）を参考に、
パンツ対応の （ 号サイズボディに補正を行い、パン
ツ制作用のボディを準備した。
　パターンについては、立体裁断と平面製図を併用
したが、ジャケットは立体裁断、パンツは平面製図
を主としてパターンを作成した。

４．プロトタイプ・サンプルの作成とモニタリ
ングによる検証

　工場縫製によるプロトタイプ・モデルを制作する
第一段階として、プロトタイプ・サンプルを作成し
た。パターン制作と縫製作業については、ジャケッ
トは松尾、パンツは武永が担当した。使用した素材
は、細いストライプの入った濃いチャコールグレー
のスーツ地（ウール（（％、ポリウレタン４％）で
ある。オフィスウエアとして着回しやすい定番色
（ベージュ、ネイビー、グレー、黒など）から黒に
近いチャコールグレーを選択した。裏地は黒（ポリ
エステル100％）を使用した。

fig.3,4　妊娠9ヶ月の体型に補正したボディ

fig.1,2　妊娠6ヶ月のボディ
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fig.5,6　 プロトタイプ・サンプル

　仕上げサイズは、表 （ の通りである。

表２　プロトタイプ・サンプルの仕上げサイズ

ジャケット パンツ
肩　　幅：（（㎝ ウエスト：（（〜（0㎝
バ ス ト：100㎝ ヒ ッ プ：（1㎝
着　　丈：（（㎝ 股　　下：（0㎝
袖　　丈：（（㎝

　１）ジャケット
　ジャケットのデザインは、Aラインのダブルブレ
ストである。これは、妊娠中の体型変化により丸み
を帯びた身体をすっぽりと覆い隠し、着用者に安心
感を与えると共に、すっきりとした印象を与える効
果を意図している。
　腹部の膨らみ
を目立たせない
工夫として、通
常は左胸だけに
つける胸ポケッ
ト を 左 右 に つ
けることで視線
を上部に集めた。
ジャケットの打
ち合いはダブル
とし、ヘムライ
ンを斜めにカットした。腹囲サイズの変化に対応す
るため、下前身頃の端にゴムを付け、打ち合いの深

 fig.7　ジャケット（プロトタイプ・サンプル）

さを調節できるように工夫している。シルエットは、
ゆるやかなAラインとし、側面から見ても腹部が前
に出っ張った印象を持たれない配慮を行っている。
背面は、水平ラインに切り替えをつくることで、視
線を分断する効果を意図している。この結果、ジェ
ケットの着用により、妊婦の自然な丸みのある体型
はやや直線的なラインに修正されることになる。

fig.8,9　ジャケット（プロトタイプ・サンプル）

　２）パンツ
　パンツは、腹囲のサイズ変化にどのように対応す
るかが大きな課題であった。市販されているマタニ
ティ用パンツの多くは、ウエスト部分にリブ素材を
用いたものが多い。リブ素材を採用することで、体
型変化への対応は容易になるが、リブ部分とその他
の部分に使用されている素材との間に、素材感の違
いによる視覚的な違和感が生じることは否めない。
そのため、着用時にはチュニック形式のトップス
と組み合わせるというコー
ディネートが主流になる。
今回は、ビジネス・シーン
での着用を前提とするため、
リブ素材を用いることなく
ウエストや腹部のサイズ調
節を可能にするための検討
を重ね、マリン・パンツ風
のデザインを採用した。
　後ろウエストにゴムを入
れることで、着脱時の安定
感を担保し、前パンツの開
口部を大きく開けることで
着脱しやすいようにし、腹

fig.10　パンツ
（プロトタイプ・サンプル）
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囲サイズの変化に対応するために面ファスナーを使
用した。開口部を覆う前中央部分は、腹部を支える
コルセットの役割を意図したデザインである。

　fig.11,12　パンツ（プロトタイプ・サンプル）

　３）モニタリングによる検証
　制作したプロトタイプ・サンプルを用いて、モニ
タリングを行った。モニターは、妊娠６ヶ月の妊婦
２名（共に（0歳代）と妊娠８ヶ月の妊婦１名（（0歳
代）である。３名とも就業経験を有しているが、モ
ニタリング時に就業していたのは１名のみである。

表３　モニター

モニター A B C
年　　齢 （0歳 （（歳 （（歳
妊娠月齢 （ ヶ月 （ ヶ月 （ ヶ月
職　　業 専業主婦 事務職 専業主婦

　試着の後、デザインや着心地、着脱のしやすさ、
動きやすさ、インターネット・ショップの利用状況
やマタニティウエアの購入ポイントなどについての
聞き取りを行った。モニタリング結果は以下の通り
である。
・デザインや着心地、着脱のしやすさについては、

特に否定的な意見はなく、マタニティ用スーツの
開発の方向性を確認することができた。

・職種や世代によっては、スーツを着用する頻度や
必要性が異なるため、対象者を具体的に設定する
必要がある。

・色彩については、個人の好みが反映されるため、

ベージュや淡いグレーなど淡色を交えた展開を検
討する必要がある。

・裏地の色を工夫するなど遊びの要素を取り入れる
ことについても検討を要する。

・面ファスナーについては、着脱時の抵抗感はない
が、付け位置の調整が必要である。また、セータ
等にひっかからないかが気になる。

・マタニティウエアは限られた期間のみに着用する
ものであるため、購入に際しては、価格帯や産後
も着用できるかを意識する傾向が強い。

・実際に商品をどこで購入するかとは別に、イン
ターネット・ショップは、商品情報を確認するた
めに活用されている。

５．工場縫製によるプロトタイプ・モデルの作成
　モニタリングによる検証結果をもとに、工場縫製
に向けてのパターン修正や素材の選択についての検
討を行った。
　モニターによる試着の結果、ジャケットについて
は、肩幅と裾の開き具合を調整し、パンツはウエス
ト寸法とベルト幅を調整すると共にポケット口にゆ
とりを加えた。表地は、プロトタイプ・サンプル
に類似のスーツ地を用いた。裏地は遊びの要素を
取り入れるため、表地との色彩の対比を考慮して、
シャーベット・カラーの中から水色を選択した。
　山口市の合同会社 匠山泊の協力を得て、工場縫
製によるプロトタイプ・モデルを制作した。

　

fig.13,14　工場縫製によるプロトタイプ・モデル
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Ⅲ．サービスデザインの手法を用いた検証
１．サービスデザイン・ワークショップの実施
　工場縫製サンプルを用いて、妊婦を取り巻く職場
環境において、どのように受け止められ、評価され
るかについてのシミュレーションを行うためサービ
スデザインの手法を取り入れたワークショップによ
るモニタリングを行った。
　具体的には、リア・スクリーンと短焦点プロジェ
クターで構成されている山口県立大学のサービスデ
ザイン・プロトタイピング・システム（SPS）を用
い、山口県商工労働部の協力を得て、ロールプレイ
ングによるサービスデザイン・ワークショップを実
施した。ワークショップの参加者は、（0代から（0代
の女性職員 （ 名である。
　職場風景を映し出したスクリーンの前で、妊婦に
扮した武永が、工場縫製によるプロトタイプ・モデ
ルを着用して事務作業や接客対応、会議でのプレゼ
ンテーション、休憩時間などの場面を演じ、各場
面における参加者の気づきや意見をもとにワーク
ショップを進行した。

fig.15　SPSを用いたロールプレイングの様子

　ワークショップの参加者は、マタニティウエアに
一定の理解を持つ（0代から（0代の就労女性であった
ことから、職場で着用するマタニティ用スーツの素
材やデザインについての気づきや意見を多く得るこ
とができた。ワークショップの中で出された主な意
見は以下の通りである。
・パンツの前中央部の水平ラインの切り替え線に抵

抗感がある。リブ素材を使用しないという主旨は
わかるが、切り替え線に目がいってしまう。

・デスク・ワークの途中で腹部が張ってきた場合、
座った状態で衣服を緩める必要があるので、面
ファスナーを開く時の音が気になる。

・パンツの前中央部分の切り替え線も見えなくなる
ので、ジャケット丈は、ヒップを隠すくらいの長
さの方がよい。

・デスク・ワークの際はジャケットを脱ぐことも多
いので、ジャケット丈が長めでも問題はない。

・スーツとしての着用は回数が限られるので、ジャ
ケットとスカートやワンピースとの組み合わせが
できるとよい。

・素材については、スーツ用の生地が使用されてい
て、男性のビジネス・スーツなど周囲との親和性
が高くてよい。

・裏地の色は、個人の好みにより賛否が分かれる。
・インターネット・ショップで購入の場合、数日か

ら一週間以内に手元に届くとよい。 

２．プロトタイプ・モデルの修正
　ワークショップの結果を踏まえて、プロトタイ
プ・モデルについて再度検討を行った。ジャケット
丈については、プロトタイプ・モデルの修正を行い、
着丈を （ ㎝伸ばし、着用時にパンツの前の切り替え
線が見えない工夫を行った。その結果、修正前と比
較すると全体的に落ち着いたイメージとなった。工
場縫製の前に行った妊婦によるモニタリングでは、
ジャケット丈についての意見は出ていなかったので、
モニターの年齢や職種によって、スーツに求めるイ
メージが異なっていることが確認できた。当初の
ジャケット丈は、椅子の座面にジャケットの裾がつ
かないよう設定していたが、今回のワークショップ
において、デスク・ワークの際はジャケットを脱ぐ
ことが多いという意見が出たことから、オフィスの
環境に応じて、スーツの着用状況に違いが生じてい
ることが明らかになった。このことは、マタニティ
用のスーツに限らず、女性用のビジネス・スーツの
需要と相関性を持つと考えられる。
　
Ⅳ．おわりに
　ビジネス・シーンにおいては、衣服のデザインや
素材は周囲との親和性が重視される傾向が強く、マ
タニティ用のウエアにおいても、腹部の膨らみが目
立ちにくく、体型をスマートに見せるデザインが求
められる。素材面ではスーツ用の素材を用いたこと
が高く評価され、ストレッチ性を持つことが有効な
ポイントであることがわかった。デザイン面では、
スーツとしての着用に限らず、トップスとボトムを
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それぞれ手持ちの衣服と組み合わせて着用するなど、
コーディネートの可能性についても配慮が求められ
ていることが明らかになった。
　マタニティ用スーツの需要は、職種や年齢によっ
て異なるため、今後は、デザイン開発の対象者を具
体的に絞り込み、価格帯や販売方法を定めていく必
要がある。そのためには、サービスデザイン・ワー
クショップにおけるロールプレイングのための設定
を綿密に行い、モニタリングを重ねることで、ユニ
バーサルな視点や男性を含めた幅広い世代の視点か
らの意見を求め、開発を進めていく必要がある。ま
た商品としての具現化を目指す上で、製品化に伴う
パターンや縫製技術の課題を解決するためにも縫製
工場との協力体制を強化し、共同開発を行うことが
必要である。
　　
（本稿は、日本家政学会第（（回大会におけるポス
ター発表「就業女性のためのマタニティウエア」
（（01（年 （ 月（（日−（（日、金城学院大学、名古屋）
及び第（（回国際服飾学術会議におけるポスター発表
「Research into the Application of Service Design 
to Maternity wear Business Suits」（（01（年（月（（
日−（（日、Seoul Baekje Museum、ソウル） の内
容に加筆修正を行った。）
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